
鏡会の感染予防への取り組みについて 
～皆さまに安心して受診いただくために～ 

 

 

当法人では、新型コロナウィルスが現れる以前より厚生労働省のガイドラインにのっとっ

た感染予防策に取り組んでいます。 

まず、我々医療従事者が感染しない、医療従事者から患者様に感染させないことを念頭に

対策に取り組んでいます。 

 

ウィズコロナの今、感染予防のマニュアルを見直し、より高度で徹底した対策を取ってい

ます。 

 

 

【 医療器具の洗浄・滅菌の徹底 】 

 

歯の治療に欠かせないのが歯を削る時に使用する歯科用ハンドピースです。そう、あのキ

ーンという音の出る治療器具のことです。 この器具で治療した後はさまざまな病原細菌

やウィルスが付着している可能性があります。これをきれいに洗浄、消毒してまた患者様

の治療に使うのですが、一般的な消毒だけでは 100％安全とは言えません。 

当法人で導入しています「DAC Universal」というドイツ製の最新の専用滅菌機を使って

徹底的に清潔にしています。     
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その他治療に使うミラー、探針、ピンセットやストッパー等「基本セット」と言われる器

具は滅菌パックに入れて高圧蒸気滅菌器「オートクレーブ」で滅菌しています。鉗子やス

ケーラー、その他の手用器具も同様に「オートクレーブ」や「プチクレーブ」という機器

で高温高圧で細菌・ウィルスを完全に死滅させます。 

 

 

 

 



【 診療室内のエアロゾル対策 】 

 

診療所専用の空気清浄機はもとより、歯を削った時にでる歯の削りかす、金属片、血液、

細菌など目に見えない細かい粉塵（ふんじん）が飛び散らないように強力なパワーで吸い

込む歯科用の大型粉塵吸引器「口腔外バキューム」を導入しています。 少し音が大きい

のですが、飛沫をキャッチするだけでなく診療室内をクリーンな状態にしてくれるので、

より安全性を高めることができます。 まだまだそれほど普及していない機械ですが、い

ち早く導入致しました。感染予防対策には有効な装置として厚生労働省からも導入を推奨

されており、当法人全ての医院は、厚生労働省より「かかりつけ歯科機能強化型歯科診療

所」として認可されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 自動釣銭機の導入 】 

 

手と手の接触による感染のリスクが心配という患者様もいらっしゃいます。全医院ではあ

りませんが、自動精算機を導入致しました。「非接触」「非対面」で今後は安心してお支払

いをして頂けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 手袋、フェイスシールドについて 】 

 

歯科医師と歯科衛生士の手袋は患者様ごとに交換しています。 

また、治療前後（手袋の装着前後）には、手指消毒を徹底しています。 

治療時はエアロゾルへの対策としてフェイスシールドを装着させていただいています。 

 

 

 

【 歯科用ユニット、周囲他接触部位の消毒 】 

 

歯科用ユニット（診療台）は患者様が診療終了の度にアルコール、次亜塩素酸で消毒清掃

しています。 

ユニット周りだけでなく、周辺機器、ドアノブ、待合室ソファー等定期的に清拭するよう

にしています。 

 

 

 

 

 



【 検温について 】 

 

・患者様への非接触型体温計での検温をさせていただいております。 

・スタッフは毎日検温して健康管理を適切に行っています。 

 

 

【 みんなで安心マークを取得しています  】 

 

 

・日本歯科医師会発行の「新型コロナウイルス感染症等感染防止対策実施医療機関」とし

て認証マークを取得しています。 

 





 




